
め、汗腺、涙腺、唾液腺に細菌が付着しやすいともいわれて

います。アトピー性皮膚炎の患者さんは常に感染しやすい状

態にあるわけですから、皮膚炎を改善するためには、日常生

活でのていねいなスキンケアが欠かせません。 

* からだには侵入した異物(病原菌など)を排除する抗原 抗体反応(免疫)というしくみがあ

る。からだを守る主な抗体が免疫グロブリン。＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠次号は眼科のサプリメントについて解説の予定です。 

眼科とアトピー性皮膚炎のタダならぬ関係⓭(最終回) 

最近の世論は「コロナの事はちょっと落ち着いた」という雰囲気。全国旅行支援なども始まってい

ますが、やはり感染対策を全て無くして良い状況という訳では無さそうです…。さて、今回のフジタガン

カニュースはアトピー性皮膚炎についての解説の引用の最終回となります。＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠ 

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠ 

かゆみの対策 

アトピー性皮膚炎のかゆみは抗ヒスタミン薬によっても制御できない場合があり、中枢(脳

や脊髄)もふくめた複雑な機構が存在します。患部の乾燥や炎症がかゆみをひきおこし、さ

らにかゆくするので、保湿や消炎の治療によってかゆみが軽くなることがあります。 

また、ストレスがアレルギーの発症や経過に影響を及ぼすことは、古くから知られていま

す。日常生活で心理的ストレスが強くなったときには血中ヒスタミン値が上昇したり、ス

トレスによる気道炎症細胞数の増加や腸内細菌の集まりの変化なども報告されています。

アレルギー性鼻炎、アトピー性皮膚炎などのアレルギー疾患の発病や経過にストレスが影

響を及ぼしていることも明らかになってきています。 

皮膚科専門医に適切な皮膚炎の治療を受け、ストレスの少ない生活を送るよう心がけるこ

とが大切です。 

日常のスキンケア 

アトピー性皮膚炎の患者さんは、皮膚をかきこわして傷をつくったり、気道の炎症をくり

返して粘膜に細かい傷をつくったりするために細菌が増殖しやすく、さらに白血球の機能

異常などによる免疫機能の異常が加わって、感染をおこしやすいといわれます。細菌やウ

イルスによる感染を皮膚に何度もおこしたり再発したりする、病変した皮膚から常に黄色

ぶどう球菌がみつかる、健常な皮膚からも異常細菌の集まりがみつかるなどのことから、

いかに感染しやすいかが証明されています。また免疫グロブリン*である IgA が低下するた 
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10/28(金)午後は休診(院長が第10小学校の就学時健
康診断に出席する為)となります。また、本年度の

冬季休診は上記日程で
御迷惑をお掛け致しますが、
ご理解の程お願い致します

今月のお知らせ
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